
会議録（１）

会議の名称 令和 5年度第 1回飯能市児童福祉審議会

開 催 日 時 令和 5年 7月 20 日（木）

開会 午後 3時 00 分 閉会 午後 4時 30 分

開 催 場 所 飯能市役所本庁舎別館 2階 会議室 1

会 長 氏 名 井上 久美子

出 席 委 員 森田 明美 永井 徹郎 井上 久美子 石間戸 洋子

西村 惠子 小玉 育代 清水 雅徳 長谷川 しのぶ

欠 席 委 員 川西 輝明 山﨑 百合香

説 明 者 の

職 氏 名

福祉子ども部長 内沼 和彦

健康推進部長 根岸 隆

健康推進部参事兼健康づくり支援課長 生井 隆

保育課長 井竹 信喜

計画運営・認定給付担当主幹 麻田 哲平

総合調整担当主査 谷田部 ひとみ

加治東保育所上席所長 原部 美由紀

美杉台保育所上席所長 岩田 紀美子

子育て支援課長 須田 あゆみ

手当・総務担当主幹 鳴島 昌代

相談支援担当主幹 山口 悟

子育て総合センター主査 大野 祐美

健康づくり支援課

子育て世代包括支援担当主査 小竹 麻美

傍聴者の数 0人

会 議 次 第 別紙のとおり

配 付 資 料 別紙のとおり

事務局職員

職 氏 名

子育て支援課 課長 須田 あゆみ 主幹 鳴島 昌代

主幹 山口 悟 主査 大野 祐美



会議録（２）

議事録の概要（経過）・決定事項

４ 議 事

（１）令和６年度策定予定の「飯能市こども計画」（案）の準備について

配付資料に基づき説明者から説明を行った後、質疑応答を行った。

（２）子ども・子育て支援事業の進捗状況及び新規事業について

配付資料に基づき説明者から説明を行った後、質疑応答を行った。
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会議録（３）

発 言 者 発 言 内 容

事務局

議長

議長

子育て支援課手当

・総務担当主幹

議長

長谷川委員

子育て支援課長

長谷川委員

子育て支援課長

次第 4の議事に入らせていただきます。

議長は、飯能市児童福祉審議会条例第 6条の規定によりまし

て、井上会長にお願いいたします。

また、本日の報告内容は、原則公開となっております。

それでは、井上会長、議長をお願いいたします。

現在、傍聴の希望がありませんが、傍聴の希望がありました

ら、入室を許可してよろしいでしょうか。

（「異議なし」）の声

それでは、次第 4の議事に入ります。

議事（1）令和 6年度策定予定の「飯能市こども計画」（案）の

準備について事務局より説明をお願いいたします。

資料 1 に基づき、令和 6年度策定予定の「飯能市こども計

画」（案）の準備について説明を行った。

ありがとうございました。説明は以上ですが、何か質問等は

ございますか。

市民意識調査が郵送となっていますが、郵送の理由を教えて

ください。ＱＲコードなどを利用し、スマートフォンやタブレ

ット端末を使用してコストをかけず、広範囲から集める方法が

あると思います。

市民意識調査は、郵送を予定としていますが、委員のおっし

ゃるとおり、小・中学生は学校配布のタブレット端末を持って

おり、また保護者も閲覧できると承知していますので、郵送以

外の方法も今後検討して参ります。

調査方法は、あくまでも予定ということですか。

そのとおりでございます。
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長谷川委員

子育て支援課長

長谷川委員

子育て支援課長

森田委員

議長

若者へのヒアリング調査は、具体的にどのように検討されて

いますか。

現在、大学生がボランティアサークルや社団法人を立ち上

げ、「子どもの居場所」の活動をしている団体があります。こ

の方たちは、飯能市社会福祉協議会と連携しており、ボランテ

ィアサークルとして社会福祉協議会が把握されています。来月

には、子育て支援課とのネットワーク会議を予定しており、ヒ

アリング調査には、このネットワークを活用したいと考えてお

ります。また、飯能市には駿河台大学があり、以前から駿河台

大学の学生が子育て支援課の事業に定期的にボランティアと

して携わっていただいています。その学生にも大学の事務局を

通してアンケート調査等を検討しております。

ターゲットは、ボランティア活動でつながりのある学生や、

駿河台大学の学生ということですか。

そのとおりでございます。

飯能市の計画を策定する中で大きな柱として基礎データの

蓄積があげられます。飯能市では 15 年以上前から子どもたち

のデータを取っていて、子どもたち自身の基礎データが蓄積さ

れており、どのように変化したかということを踏まえることが

できます。これは多くの自治体で今からではできないことで、

とても貴重なデータです。

また、地域変化をどうとらえるかは、子どもたち、若者たち

だけのヒアリングだけでは足りません。具体的には、子どもの

変化、大人の変化、地域がどのように変化しているか、その中

で社会的資源をどう作っていったらよいかを地域でのヒアリ

ングを進めながら考えていかなければなりません。

子育てをしている最中の人たちの意見を聴きながら進める

ことも大事です。

それから、子どもたちの移動範囲については、徒歩、自転車、

車でも、15 分から 20 分が限界です。この範囲での移動手段を

含めての検討も必要です。

地域のさまざまな意見を把握しながら市民意識調査に重ね

ることが大切だと思います。

他に質問は、ございますでしょうか。
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議長

保育課計画運営・

認定給付担当主幹

議長

森田委員

保育課計画運営・

認定給付担当主幹

森田委員

保育課長

森田委員

保育課長

（質問なし）

ご質問がないようですので、よろしいでしょうか。

それでは、議事（1）を終了いたします。

続いて、議事（2）子ども・子育て支援事業の進捗状況につ

いて事務局より説明をお願いいたします。

資料 2-1 に基づき、子ども・子育て支援事業の進捗状況につ

いて説明を行った。

ありがとうございました。説明は以上ですが、何か質問等は

ございますか。

提供体制というのは実際に提供された数ということですか。

これを見ると飯能市は保育施設に入りづらいところと感じ

てしまいます。

市民にわかりやすい資料を工夫して作成してください。

本資料が計画に対する進捗を表しており、保育の状況がわか

りづらく申し訳ございません。令和 4年度は新たに幼稚園型認

定こども園ができました。そのため 3号の提供体制に変化はご

ざいません。1，2 号については提供体制が増加したものの、

計画が未達の状況です。

表からは 1・2歳児の提供体制が実績数よりも少ないですが、

育児休暇を優先する方や特別な事情で保育の利用を控えてい

る方を除いた、利用を希望されている方については、施設の規

模や保育士を弾力的に活用することで受け入れているため、待

機児童が 0人となっております。

定員に対して実績がどうだったのかが、重要になってくると

思いますが、実際の利用実績はどうなっていますか。

利用実績につきまして、3号における 0歳児が 72 人、1・2

歳児が 424 人となっております。

提供体制に対して利用者が下回っていたということですか。

おっしゃるとおりです。
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長谷川委員

福祉子ども部長

議長

子育て支援課手当

・総務担当主幹

森田委員

健康づくり支援

課長

子育て支援課長

長谷川委員

子育て支援課相談

支援担当主幹

近年、保育所の質とか環境が大きく変わっています。また、

保護者としては子どもを大切に育てたいと誰もが思っていま

す。ぜひ、保育者の環境改善や精神面のフォロー、サポートを

行っていただきたい。子どもの保育に関わる方がハッピーでな

いと保育は厳しいと思います。

これまで国では待機児童問題のハード面に目を向けており

ましたが、近年では徐々に解消しつつあります。今後につきま

しては、保育士の質の向上という面で研修などを実施したいと

考えております。

他に質問は、ございますでしょうか。

（質問なし）

ご質問がないようですので、よろしいでしょうか。

それでは、引き続き、資料 2-2 について、事務局より説明を

お願いいたします。

資料 2-2 に基づき、子ども・子育て支援事業の進捗状況につ

いて説明を行った。

資料 2-2 の⑤乳児家庭全戸訪問事業について、436 人の見込

みに対して 362 人の詳細についてお聞きしたいです。

また、4ページ⑩のファミリー・サポート・センター事業の

実績が 1,053 件となっており、他市と比べ特出しています。理

由を伺いたいと思います。

令和 4年度の出生数が 366 人でした。内 4人は子の体調不良

による入院や施設入所により実施できなかったものです。な

お、状況については、すべて把握しております。

1,053 件は延べ件数です。月 20 日利用されている方もいら

っしゃる状況です。

トワイライトステイとは、どういうものですか。

トワイライトステイは、保護者が仕事等を理由により、平日

の夜間または休日に不在となる場合に、市が指定した児童福祉
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議長

子育て支援課手当

・総務担当主幹

健康づくり支援課

子育て世代包括支

援担当主査

議長

西村委員

保育課長

石間戸委員

長谷川委員

施設等において児童の養育を行うものですが、飯能市では現在

のところ、利用が必要と思われるケースはございませんでし

た。飯能市の現状ではショートステイについて、児童養護施設

と契約しており、トワイライトステイ利用希望ケースもカバー

できると考えております。

他に質問は、ございますでしょうか。

（質問なし）

ご質問がないようですので、よろしいでしょうか。

それでは、引き続き、子ども・子育て支援事業の進捗状況の

資料 2-3 についてと子ども・子育て支援事業の新規事業の資料

3について、事務局より説明をお願いいたします。

資料 2-3、資料 3に基づき、子ども・子育て支援事業の進捗

状況及び新規事業について説明を行った。

ありがとうございました。説明は以上ですが、何か質問等は

ございますか。

資料 2-3 の 10 ページに理学療法士等による保育所の巡回支

援事業があります。この事業について私立保育園も同様に事業

を実施していただきたいと思います。

現状では公立保育所を対象とした事業となっております。新

たな予算計上が厳しい状況です。また、国の補助を受けての事

業のため、民間施設も対象となるのか研究して参ります。

私立幼稚園についても、事業の実施をお願いしたいと思いま

す。公立、私立関係なく市全体に実施していただきたいと思い

ます。

保護者の中には公立と私立を選ぶことができない方がいる

と思います。公立だけではなく未来の納税者を育てるという視

点で実施していただきたいです。
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子育て支援課子育

て総合センター主

査

長谷川委員

子育て支援課長

森田委員

子育て支援課手当

・総務担当主幹

健康推進部長

健康づくり支援

課長

森田委員

長谷川委員

資料 2-3 の 9 ページの子育て講座事業について具体的に教

えてください。

家族向け講座につきましては、公認心理師による「やる気ス

イッチの入れ方」を開催しました。

保護者向け講座につきましては、大学准教授による「子ども

の発達を知ると子育てが楽しくなる」を開催しました。

それぞれ魅力ある講座だと思いますが、参加者数が少ないと

感じます。広報等改善の余地があると思います。保護者のニー

ズに合わせたものを検討していただけたらと思います。

ご意見ありがとうございます。研究いたします。

今年度の新規事業のうち、ひとり親支援が 3つあります。こ

れは県主導のものかどうか教えてください。

訪問型産後ケア事業については、県の事業なのか飯能市単独

事業なのか教えてください。

養育費に関する２つの補助金につきましては、国 1/2 の補助

金を充当する市の新規事業でございます。

県内現物給付化につきましては、県が主導して子ども医療費

とひとり親家庭の医療費、重度心身障害者医療費の 3つが対象

の事業です。

訪問型産後ケア事業につきましては、国の補助金を活用して

市がサービス事業者の選定を行い、契約して実施しています。

国の補助事業を県を飛び越えて市が実施することは、かなり

の決断が必要です。このような事業の開始は重要なことと思い

ます。様々な問題で一番苦しいときに行政が支えてくれること

は頼りになると感じます。ぜひ数が少なくても、今後も実施し

ていただきたいと思います。子どもたちを支援するためには、

親の支援も必要です。家族に目を向けた支援だけではなく社

会、地域に展開するような取り組みの計画を考えなければなら

ないと思います。

ヤングケアラーの問題についても実際の子どもたちの状況
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議長

議長

を把握し、対応を検討してください。

他に質問は、ございますでしょうか。

（質問なし）

ご質問がないようですので、よろしいでしょうか。

それでは、議事（2）を終了いたします。

予定していた議事は以上ですので、これにて、議長の任を解

かせていただきます。ありがとうございました。

事務局にお返しします。

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。

令和 年 月 日

議長の署名


